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番に閲覧する利用者は非常に少なく、サーチエンジ

ン経由で訪問し、そのコンテンツのみを閲覧する利

用方法が多いことが分かった。本サイトでは、コン

テンツのカテゴリ分けや順序づけを廃止した。その

代わりに、関連コンテンツへのハイパーリンクを設

置したほか、コンテンツへのタグ付けを行い、タグ

を経由して関連コンテンツへの遷移が行えるように

した。さらに、コンテンツを系統立てて閲覧したい

利用者のために、「シナリオ」と呼ぶナビゲーション

用のページを設けた。シナリオは、複数のコンテン

ツ間をつなぐページである。あるテーマを体系的に

理解するために必要な内容を説明し、閲覧すべきコ

ンテンツを提示している。「e ラーニングの実施状況

を知りたい」というシナリオでは、e ラーニングの

定義や分類などを示した後、海外における実施状況、

国内における実施状況、e ラーニングの歴史や国に

よる違いなどのコンテンツへ誘導している。本稿執

筆時点では 4 つシナリオを掲載しており、今後さら

に追加する予定である。シナリオページの例を、図

2 に示す。 
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図 2 シナリオページの例 

 
3. 利用状況の分析 

3.1 対象セッション 

旧サイトにおいて、2010 年 4 月 1 日から 2010 年

11 月 30 日まで、8 か月のアクセスを分析し、利用状

況を調査した(1)。本サイトにおいても同様の調査を

行い、比較を行った。本サイトは、2012 年 3 月末に

公開したため、2012 年 4 月 1 日から 2012 年 5 月 31
日までの 2 か月のアクセスを対象とした。旧サイ

ト・本サイトともに、同条件でロボットや関係者の

アクセスをできるだけ除き、Web ブラウザによる通

常のアクセスの可能性が高いセッションを抽出した。

その結果、旧サイトは 3,330 セッション、本サイト

は 1,704 セッションを抽出できた。月ごとのセッシ

ョン数は本サイトが 2 倍以上となっており、利用が

進んでいることが分かった。 

3.2 サイトへの流入経路 

サイトへの流入経路を表 1 に示す。旧サイト・本

サイトともに、サーチエンジンからの流入が多い。

利用を促進するためには、サーチエンジンへの対応

が重要であることを確認した。 

3.3 セッション長 

セッション長（1 セッションの閲覧ページ数）の

平均を表 2 に示す。括弧内の数字は、トップページ

やシナリオページなどを除いた、ビデオ・Q&A のみ

のページ数である。旧サイト・本サイトともに、サ

ーチエンジンからの流入の方がセッション長は短い。

これは、情報要求がある程度明確になっており、必

要なコンテンツのみを閲覧する傾向があるためと考

えられる。本サイトでサイト内ナビゲーションを充

実させた理由の 1 つは、関連するコンテンツの閲覧

を促し、セッション長を伸ばすことであった。しか

し、旧サイトよりも本サイトの方がセッション長は

短くなっている。シナリオページが少ないことは、

原因の 1 つであると考えられる。一方で、サーチエ

ンジンで検索し、必要なコンテンツのみを閲覧する

利用方法、すなわちセッション長の短い閲覧は、本

サイトの主要な想定利用方法である。さらなる考察

が必要である。 

3.4 サーチエンジンからのアクセス 

サーチエンジンでの検索結果画面から、コンテン

ツページへ直接アクセスされる回数を調べた。1 コ

ンテンツあたりの平均アクセス回数は、旧サイトで

は、Q&A の方がビデオよりも 9.4 倍多かった。これ

は、Q&A の方が、検索対象となる文字列が多く含ま

れるためと考えられる。本サイトでは 5.9 倍に縮小

し、相対的にビデオへのアクセスが増加した。サー

チエンジン向けの概要や、タグを記述したことが理

由の 1 つと考えられるが、根本的にビデオの利用を

増やすためには、さらなる工夫が必要である。 
 

表 1 サイトへの流入経路 
 旧サイト 本サイト 
サーチエンジンから 42.2% 55.6%
HTTP リファラなし 31.1% 29.0%
その他 26.7% 15.4%

計 100.0% 100.0%
 

表 2 セッション長の平均 
 旧サイト 本サイト 
サーチエンジンから 1.94 (1.66) 1.63 (1.28) 
それ以外 3.83 (2.71) 3.11 (1.62) 

 
4. まとめ 
本稿では、「大学教員のための ICT 活用ヒント集」

の詳細と、利用状況を述べた。本サイトの URL は、 
http://fd.code.ouj.ac.jp/tips/ である。 
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